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３.２ 運転モード

３.２.１ 動作内容

３.２.２ 手順

PHNをTCP/UDPサーバー、イーサネット機器をTCP/UDPクライアントとして使用します。

① 電源投入後、本ユニットは接続要求待ち状態となります。

② 接続受付可能なTCPクライアント数は1つです。

③ TCPクライアント受け入れ後は、接続されているTCPクライアントから回線切断されるまで、

　 接続を保持します。

④ 接続保持中は、次のクライアントの受け付けを行いません。（接続切替設定ありの場合は除く）

３.２.３ フロー

① モードSWを“0”に設定します。

② 本体を再起動（リセット）します。

③ 再起動後イーサ機器からの接続要求待ちとなります。

④ イーサネット機器と接続完了後はステータスLEDが点灯します。

　 以降、エラー発生もしくは、イーサネット機器からの回線切断要求があるまでは

　 ステータスLEDは点灯を継続します。

　 回線切断に関しては、イーサネット機器（TCPクライアント）側から行って下さい。

① 起動

モードSWを“０”に設定

電源投入もしくは

再起動（リセット）

PHN側の処理

・イーサ→LED表示灯間のデータ変換を行います。

・設定モード同様の手順にて、パラメータ設定の書換えも可能です。

　（※ユニットを再起動するまで、イーサ→LED表示灯間のデータ変換は停止します）

　（重要）運転モードでは、設定パラメータにて動作します。
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② 接続手順 

通信監視ポート 

≠データポート 

通信監視ポートへ接続 

データポートへ接続 

PHN側の処理 

TCPクライアント側の設定 

通信監視あり？ N 

N 

Y 

Y 
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③ 切断手順

※１　データポート/監視ポートは切断要求を受け付けたポートをクローズします。

※２　接続クローズ後、PHNは接続要求待ち状態となります。

※３　参照【・接続手順】

接続クローズ＆

接続待ち状態へ

クローズ要求 ※１

※２

※３

connection確立済み

接続処理

PHN側の処理

TCPクライアント側の設定
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④ 接続切替手順

接続処理

接続処理 ※１

※１

※１　参照【②接続手順】

クライアントA　connection確立済み

クライアントB　connection確立済み

クライアントA　connectionクローズ

クライアントAとの

接続クローズ

PHN側の処理

TCPクライアントA側の設定

TCPクライアントB側の設定
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⑤ 通信エラー

※１　参照【②接続手順】

PHN側の処理

TCPクライアント側の設定

自己リセットあり？ N

Y

接続処理 ※１

再起動

（自動リセット）

ステータスLED点滅にて

動作停止

手動リセットにて復旧

connection確立済み

異常発生
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３.２.４ 制御コマンド一覧

PHNで使用するコマンド一覧です。（0×は16進数を示す）

ＰＨＮに対してビットの状態を指定します。

以下の状態に合わせて表示灯、ブザーが動作します。

出力データ指定例
(表示灯　赤、黄点灯)　             動作データ：0000 0011=0x03
(表示灯　緑点滅)+(ブザー　ピピピ)  動作データ：1000 1000=0x88

応答データ
(表示灯　赤、黄点灯)　             動作状態データ：0000 0011=0x03
(表示灯　緑点滅)+(ブザー　ピピピ)  動作状態データ：1000 1000=0x88

① 動作要求コマンド（W）

Ｗ
（0×57）

1バイト

動作
データ

1バイト

PHNからの応答

・正常応答（出力成功）

Ａ
（0×41）

Ｃ
（0×43）

Ｋ
（0×4B）

1バイト 1バイト 1バイト ＝3バイト

・異常応答（出力失敗）

Ｎ
（0×4E）

Ａ
（0×41）

Ｋ
（0×4B）

1バイト 1バイト 1バイト ＝3バイト

＝2バイト

PHNの現在の動作状態を要求します。

② 動作状態要求コマンド（R）

Ｒ
（0×52）

PHNからの応答

Ｒ
（0×52）

1バイト

1バイト

動作状態
データ

1バイト ＝2バイト

表示灯
点滅

表示灯
ブザー

点灯

ピーピー ピピピ
ビット

緑 黄 赤 緑 黄 赤
7 6 5 4 3 2 1 0

動作データ内訳

各ビットをセットすると動作を開始し、クリアすると動作を停止します。
表示灯の点灯と点滅を同時にセットすると点灯が優先されます。
ブザーのピーピーとピピピを同時にセットするとピピピが優先されます。
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３.３ UP-DATEモード

３.３.１ 動作内容

・PHNのファームウェアの書換えを行います。

　（重要）UP－DATEモードでは、工場出荷時設定のIP、サブネットにて動作します。

　（重要）ファームウェアの書換えが正常に終了しない場合、

　　　　　ユニットは正常に動作致しませんので、ご注意ください。

３.３.２ 手順

３.３.３ フロー

① モードSWを“8”に設定します。

② PHNを再起動（リセット）します。

③ 設定ソフト側PCのLAN設定をユニットのネットワークグループに会わせます。

④ 設定プログラムにてファームウェア書込みを行います。

設定ソフトの操作方法に関しては、

別冊「PHN設定ユーティリティソフト　PHN Manager　オペレーションマニュアル」を参照ください。

モードSWを“８”に設定

電源投入もしくは

再起動（リセット）

ステータスLEDが

点灯していることを確認

設定プログラムにて

ファームウェア書込み

PHN側の処理

設定プログラム側の処理
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３.４ パラメータ設定初期化モード

３.４.１ 動作内容

PHNの動作に必要な運転パラメータの初期化を行うモードです。

ご使用の際はご注意下さい。　出荷時設定に戻ります。

３.４.２ 手順

３.４.３ フロー

① モードSWを“7”にします。

② PHNを再起動（リセット）します。

③ 10秒間ステータスLEDが点滅します。この時点ではまだ初期化は行われません。

④ 10秒後、初期化を行います。ステータスLEDが点灯するのを確認（初期化完了）します。

⑤ 初期化完了後、モードSWを“0”に変更し、リセットSWを押すことにより、運転を開始します。

※１　10秒間LED点滅後、出荷時設定に書換えます。書換えを中止したい場合は、

　　　電源OFFもしくは、モードSW切替（要リセット）の操作を、LED点滅中に実行してください。

モードSWを“７”に設定

電源投入もしくは

再起動（リセット）

ステータスLEDが

点灯していることを確認
※１

設定値工場出荷設定に

書き換え

PHN側の処理
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トラブルシューティング

Ｑ１ 電源LEDが点灯しない

Ａ１ ACアダプタが正しく接続されていることを確認してください。

Ｑ２ 設定ユーティリティソフトからPHNを検索しても表示されない

Ａ２ 設定ユーティリティソフトで使用しているパソコンと、

 PHNは同一ネットワーク内にいるか確認してください。

 LANケーブルの接続方法に問題がないか確認してください。

 PHNが運転モード、パラメータ設定モードもしくはUP-Dateモードにて

 動作していることを確認してください。

Ｑ３ PHNにTCP接続できない

Ａ３ クライアント／サーバーの設定が合っているか確認してください。

 IP、ポート番号設定が合っているか確認してください。

 上位ホストとPHNが同一ネットワーク内にあるか確認してください。

 LANケーブルの接続方法に問題がないか確認してください。

 PHNが運転モードにて動作していることを確認してください。

 

Ｑ４ 通信エラーが出る

Ａ４ LANケーブルの接続方法に問題がないか確認してください。

Ｑ５　　100ｍs周期でステータスLEDが点滅する

Ａ５　　内部で異常が発生しています。電源を再起動してください。（Ｐ３参照）
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製品仕様

５.１ 一般仕様

 項　目 仕　様

 形式 PHN-3FB/PHN-3FBE1

 定格電源電圧 AC100V±10%（付属ACアダプタ）

 消費電力 7.5W

 絶縁抵抗 500V DC絶縁抵抗にて1MΩ以上（電源端子 － ケース間）

 耐電圧 1000V AC 1分間（電源端子 － ケース間）

 耐ノイズ性 1500Vp-p パルス幅1μsec

 耐振動 JIS C0911準拠 10～150Hz 9．8m／s2　　X，Y，Z各方向60分

 使用周囲温度 0℃～50℃(ACアダプタ除く)

 使用周囲湿度 20％～80％（結露なき事）

 使用周囲雰囲気 腐食性ガスなき事

 保存周囲温度 －10℃～50℃

 質量 本体 約600g　 付属ACアダプタ 約130g

 外形寸法(mm) 幅120×高262.5×奥101

５.２ 性能仕様

 項　目 仕　様

 LAN 10BASE－T、100BASE－TX

イーサインタフェース

表示灯部

項目

最上段

中　段

最下段

点滅周期

音色１

音色２

音圧レベル

仕　様

赤　色

黄　色

緑　色

６０回／分

ピ・ピ・ピ・ピ・ピ・ピ

ピー・ピー・ピー

MAX75dB at1m  - MIN55dB at1m　可変

※LED表示灯部の組換え、及び他色LEDユニットへの交換は出来ません。
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製品サポート

製品サポートについては、下記にて受け付けております。

ハードウェアの故障などにより製品修理をご依頼いただく場合、弊社作業上、IPアドレスなどの本体諸

設定情報は初期化してのご返却となります。ご面倒ですが、必ずお客様で設定いただきました諸設定情

報の控えをとっていただき、ご返却後お客様にて再設定を行っていただきますようお願いいたします。

また、修理後はMACアドレスを変更してご返却させていただきます。




